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妙高市立妙高高原南小学校だより 平成 27年度 №11            平成 28年１月８日 

   南小だより 
〈教育目標〉 

○ 進んで学ぶ子 
○ 思いやりのある子 
○ 最後までやりぬく子 
〒949-2112 妙高市関川 1592 

TEL: 0255-86-2104 
FAX: 0255-86-3212 

 新しい年、平成 28年（2016年）とともに

３学期が始まりました。静まりかえってい

た校舎に子どもたちの元気な声が響き、学

校に活気が戻ってきました。 

 年末年始は多くの子どもたちが家の仕事

を手伝ったり、家族や親戚との触れ合いを

深めたりしたことと思います。また、一人

一人が新年の抱負を立てて「よーし、頑張

るぞ」と決意を新たにしたことでしょう。

学校では今学期も、温かな心で目標に向か

って頑張る子どもたちを、精一杯応援して

いきたいと思います。 

 例年にない少雪の年明けとなりました

が、期間中、子どもたちに大きな事故や病

気等がなかったことをありがたく思ってい

るところです。保護者の皆様のご協力に感

謝します。 

 さて、今年の干支

は申（さる）です。

言葉の意味を調べた

ところ、「申」という

漢字は、「稲妻」を表 

した象形文字だということ、本来は「しん」

と読み、「のびる」や「もうす」という意味

があることが分かりました。ただしその後、

一般庶民にも分かるようにと、動物の「猿」

を「申」の替わりに当てはめたという説が有

力のようです。 

 また、中国ではその昔、農作物の成長過程

を 12段階で表したものが「十二支」であり、

生育暦の役割を果たしていたとの言い伝え

があります。「申」はその 9段階目にあたり、

「草木が伸びきり、果実が成熟して堅くなっ

ていく時期」として、収穫前の大切な状態を

表していると言えそうです。 

 学校では、早生まれの６年生と一部の５年

生がちょうど申年に当たります。申年は「去

（さ）る」のように、「悪いことが去る」や

「病が去る」など終息に向かう厄と入れ替わ

り、幸せがやってくる年と言われています。

縁起のいい申年にあやかり、一人一人の子ど

もが自分の力を出し切り、充実した素晴らし

い年となることを、職員一同、心から願って

います。 
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 ３学期は、これまでの学習や生活の総まとめをする学期です。48日間という少ない授業日

が充実したものになるよう、特に次の３つのことに力を入れていきます。 

ア）１年間のまとめ及び進級・進学への準備 
  子どもたちはこの１年、授業中の発言や日々の宿題、挨拶や友達づくり、思いやりのあ

る行動など目標に向かって努力してきました。その過程でどんな力が付いたか、どのよう

に成長したかを振り返らせることによって、自分自身の成果と課題を

自覚できるようになります。 

  例えば学習面では、その学年の内容が確実に身に付いているかどう

かを把握するために、振り返りの学習を行ったり、確認のテストを実

施したりします。担任や職員はできたところを認めると同時に、不十

分なところは個別の支援を継続していきます。そうした取組を通して

子どもに自信と意欲をもたせ、進級・進学へとつなげていきたいと思

います。 

イ）子どもたちへのきめ細かな配慮 
  年度末を迎えるにあたり、新しい生活への夢や希望をもつ一方で、環境への適応、人間

関係などに対する不安を多少なりとも抱くようになってきます。こうした時期に、一人一

人の子どもの心に寄り添い、きめ細かく見取るとともに、適切な対応に努めることはとて

も重要と考えます。 

 そのため、毎月の『生活アンケート』によって心の内を把握するほか、

普段から子どもとのラポートづくりを心がけたり、子どもの相談に親身に

なって応じたりしながら、少しでも不安や悩みの解消を図っていきたいと

思います。お子さんに、普段と違って不安を抱えている様子などが見られ

ましたら、いつでも担任や学校へ声をかけてください。 

ウ）スキー活動で心を磨き体を鍛える 
  各種大会を目標に練習に励む子ども、技能の習得や向上を目指す子どもなど、スキー活

動に取り組むめあては個々に異なります。活動にあたっては、個に応じた指導や班編成、

練習内容などを工夫することによって、めあてに向けた意欲的な取組を促したいと思いま

す。また、気温の低い屋外での運動にも弱音を吐かず、むしろ楽しみながら活動できるよ

う、賞賛や励ましに努めていきます。 

  スキー活動は他のスポーツに比べて、活動場所や用具の占める

割合が大きく、自分の力だけで練習に取り組むことはなかなか困

難です。そのため、ゲレンデやスポーツ公園をはじめ、練習環境

を整えてくださる方、指導・応援してくださる方への感謝の気持

ち、さらに使用する用具を大事に使おうという気持ちをもつことはとても大切です。そう

した気持ちを、「お願いします」「ありがとうございました」の挨拶にしっかりと込めたり、

きちんと準備や後片付けをしたりできるよう、内面の指導にも心がけていきます。 

 

妙高戸隠連山国立公園シンボルマーク 
■審査員特別賞  ５年 宮下 美萊 
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